
PRESS RELEASE

益永梢子「replace」
2021 年 11 月 12 日（金）- 12 月 12 日（日）
水 - 土：11：00 - 19：00 、日：12：00 - 18：00　　休廊日：月、火、祝

LOKO GALLERYでは、益永梢子による個展「replace」を開催いたします。益永は本展を開催するにあたり、 
LOKO GALLERY のビルの外観や、内部の吹き抜け構造、自然光が差し込む天窓、１階と２階の空間の
差など、作品を展示する環境がどのような意図でつくられ、どのような時間を内包するのか、観察を
することから始まりました。本展では、単体でも成立するタブローを壁面に複数積み上げ、環境と作
品のスケールや形、色彩との相関関係から生まれる視覚的、心理的な効果を鑑賞体験に組み込もうと
試みています。伝統的な法則に縛られない組み換え可能な絵画は、各々に再制作を楽しむ余白を与え、
観る者の主体性を引き出します。益永の最新作を、この機会にご高閲いただけましたら幸いです。

上：　タイトル　D-1
サイズ　803×652×25mm

         素材　アクリル絵の具、鉛筆、木枠にキャンバス

中：　タイトル　D-2
サイズ　90×80×25mm
素材　アクリル絵の具、鉛筆、変形パネルにキャンバス

下：　タイトル　D-3
サイズ　727×500×25mm
素材　アクリル絵の具、鉛筆、木枠にキャンバス

PRESS RELEASE

益永梢子「replace」
私の作品の多くは絵画と彫刻を横断するような形態で、作品がおかれる環境・スペースとの関係性か
ら思考をはじめる為、その制作方法は多岐に渡りますが、それらに共通しているのは入れ替え可能、 置
換可能な性質を持った動的な絵画と言えます。

LOKO GALLERY へ初めて訪れた時、その外観に、黒く重厚な三つの箱をズラしたようなイメージを持
ちました。そんな個々人の経験は、少なからず中に展示されている作品の印象にも影響すると私は考
えます。明るい色彩のものはより明るく軽やかに見えることがあるかもしれないし、その逆の可能性 
もあるでしょう。ひとたび身体がその建物内に入ってしまうと天井が高く自然光が入るその空間の作
用で、外の様子を忘れる人もいるでしょう。個々に違う眼、体験を持っていることに加わって、毎日、
毎時変化する自然光の作用により、作品の見え方はより分岐してゆくと思います。

そんな場所で、近年始めたキャンバスを積み上げて設置する作品を発表したいと思います。 床と壁、建
築に依存しながら、絵画として、何かできることがあるのではないかと始めた作品からの展開です。
1F では積み上げる設置ですが、2F の空間では天井から積み、下がる設置に挑戦し、1F と 3F に挟まれた、
少し圧迫感のある空間をつくることで、LOKO GALLERY の外側を内部から思い出すことができたらと
考えました。目の前に見えていない場所を思う契機になったり、周囲の環境の何かに気づいたり、そ
ういう機能を持った作品をつくりたいと思っています。

私の制作では、ルールやアルゴリズムを設定してから手を動かし始めることがほとんどです。そうして、
なるべく自分の身体、特に手と眼に染み付いた感覚的な独自の互換性のようなものを避けようとして
います。どうやって自分で、自分とは違うものをつくり出せるのか、また出会えるのかと考えています。 
また、ルール設定については、” ルールを自分で作ることができる自由” が私の思想と繋がっている実
感があります。

今回のルールは、鉛筆のように接近して線を引く道具を使用する際に、必ず他の支持体の輪郭を定規
のように使用するということ、そして互いの支持体を干渉しながらも個々（キャンバス・パネルごと） 
に独立することです。支持体（ここではキャンバスとパネル、木枠を指します）の上に描かれるのが 
別の支持体の輪郭であり、今使用している支持体も、別の支持体のモチーフになりうるという、立場
が入れ替わることを繰り返します。それらは相互関係で出来ており、置換可能ですが、肩透かしのよ
うな関係性もあり、特定の作品、色彩に視点が定まることを避けています。

モチーフと支持体が瞬く間に入れ替わったり、配置により異なって見える微妙な色彩を用いることで、
物理的な意味以外でも動的な絵画が提示できればと思います。

PRESS RELEASE
益永梢子 CV 

1980 年　大阪生まれ
2001 年　成安造形短期大学 造形芸術科 洋画クラス卒業
2018 年　文化庁新進芸術家海外研修員　 研修先 : ニューヨーク（2018 年 - 2019 年）

主な個展
2019 年　個展「 Box, Box, Box 」／ Cooler Gallery （ニューヨーク）
2018 年　クリテリオム 93 益永梢子展 ／ 水戸芸術館現代美術ギャラリー第 9室 ( 茨城 )
2016 年　個展「platform」/LOOP HOLE（東京）
2016 年　個展「ルランタット パダンパダン」/gallery yolcha( 大阪 )
2015 年　個展「Abstract Butter at HAGISO」/HAGISO（東京）
2013 年　個展「Line/Color」/ ART TRACE GALLERY（東京）
2012 年　個展「Abstract Butter」/Nidi gallery（東京）
2012 年　個展「Symphony」/Gallery Face to Face（東京）
2011 年　個展「無花果の花」/Gallery yolcha（大阪）
2010 年　個展「たちいふるまい」/NO.12Gallery（東京）
2008 年　個展「益永梢子展」/NO.12Gallery（東京）
2005 年　個展「show-co 展」/ 海岸通ギャラリー CASO（大阪）

主なグループ展・活動
2021 年　グループ展「Face Up」内山聡、大槻英世、川崎昭、タナカヤスオ、益永梢子、光藤雄介 / 都内某所（東京）
2020 年　グループ展「Ordinary objects 」アレックス・ダッジ 、益永梢子 、 荻野僚介 、末永史尚 / Maki Fine Arts （東京）
2019 年　グループ展「 Behind the Seen 」／ NARS Foundation （ニューヨーク）
2017 年　VOCA展／上野の森美術館（東京）
2016 年　グループ展「夕方帰宅してみると」/milkyeast（東京）
2016 年　3331Art Fair2016-Various Collectors Prize ／アーツ千代田 3331（東京）
2015 年　グループ展「CHAIN REACTION」/ 児玉画廊（東京）
2015 年　グループ展「絵画をつくる方法」/児玉画廊（東京）
2015 年　グループ展「ポストにこれが届いていた」/ETNA&IONIO（東京）
2015 年　3人展「三つの机のあるところ」秋本将人、臼井拓朗、益永梢子／ Art Center Ongoing（東京）
2014 年　3人展「メディウムの条件」ART CRITIQUEn.04 刊行記念企画、吉田和生、早川祐太、益永梢子 / 
　　　　 ART CRITIQUE n.04 刊行記念企画 / HAGISO（東京）

奨学金
2016 年　第 31 回　ホルベインスカラシップ奨学生

アーティストインレシデンス
2018-2019 年 NARS Foundation ( インターナショナルレジデンシープログラム ）／ Brooklyn New York
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2012 年 個展「Abstract Butter」／ Nidi gallery（東京）
2012 年 個展「Symphony」／ Gallery Face to Face（東京）
2011 年 個展「無花果の花」／ Gallery yolcha（大阪）
2010 年 個展「たちいふるまい」／ NO.12Gallery（東京）
2008 年 個展「益永梢子展」／ NO.12Gallery（東京）
2005 年 個展「show-co 展」／ 海岸通ギャラリー CASO（大阪）

主なグループ展・活動
2021 年 グループ展「Face Up」内山聡、大槻英世、川崎昭、タナカヤスオ、益永梢子、光藤雄介／ 都内某所（東京） 
2020 年 グループ展「Ordinary objects」アレックス・ダッジ、益永梢子、 荻野僚介、末永史尚／ Maki Fine Arts（東京） 
2019 年 グループ展「 Behind the Seen 」／ NARS Foundation（ニューヨーク）
2017 年 「VOCA 展」／ 上野の森美術館（東京）
2016 年 グループ展「夕方帰宅してみると」／ milkyeast（東京）
2016 年 3331 Art Fair　2016-Various　Collectors　Prize ／ アーツ千代田 3331（東京）
2015 年 グループ展「CHAIN REACTION」／ 児玉画廊（東京）
2015 年 グループ展「絵画をつくる方法」／ 児玉画廊（東京）
2015 年 グループ展「ポストにこれが届いていた」／ ETNA&IONIO（東京）
2015 年 3 人展「三つの机のあるところ」秋本将人、臼井拓朗、益永梢子／ Art Center Ongoing（東京）
2014 年 3 人展「メディウムの条件」 ART CRITIQUEn.04 刊行記念企画、吉田和生、早川祐太、益永梢子／ ART 
CRITIQUEn.04 刊行記念企画／ HAGISO（東京）

奨学金
2016 年 第 31 回 ホルベインスカラシップ奨学生

アーティスト イン レジデンス
2018-2019 年 NARS Foundation ( インターナショナルレジデンシープログラム）／ Brooklyn New York

ますながしょうこ
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